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発表テーマ

開かれた大学を目指して
～OPen Portal Systemの提案～
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テーマ選定理由(1) 大学の役割

私たちが考えた大学の役割

社会への貢献

役割を果たすために、大学は何をしなければいけないのか

①人間力と専門性に富んだ人材育成

②地域(国、世界を含む)発展のための場を提供
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テーマ選定理由(2) 大学の現状

大学の現状はどうだろうか？

①社会から求められる期待値が高まっている
→特に人間力の育成

②大学は比較的閉ざされた環境にある
→地域(国、世界を含む)発展のための
場を提供
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テーマ選定理由(2) 大学の現状

役割を果たすために、どのような取り組みが必要なのだろうか？

①私学の特色を反映した人間力を育成する取り組み
→正課外教育の推進(ボランティア活動など)

②地域(国、世界を含む)発展のための場を提供
→学外の情報収集、学外への情報発信
→学生や教員の意欲を高める広報活動
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私たちが考える意識・問題点の共有

①人間力を育む
→人間力＝社会の構成員として自立し、生きるための力
→学生の将来を考えて…伸ばすべきは人間力！
→人間力の向上は職員からアプローチできる領域！

②地域(国、世界を含む)発展のための場を提供
→発信力・受信力が弱く、情報の周知・ニーズの収集が
できていない

→人的・物的リソースが有効活用されておらず、地域へ
還元ができない
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テーマ選定理由(3) このテーマを選んだ理由

私たちが重要視するのは…

大学を媒介にして社会とのつながりを
促進すること

発表テーマ

開かれた大学を目指して
～Open Portal Systemの提案～
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学内の情報のやりとりは円滑だが、外部からの情報は円滑に処理できない。
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外部の情報含め、全ての情報をポータルに一元化し、円滑に処理する



私学職員として皆で作りあげていきましょう！
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まとめ

• 社会貢献のために人間力育成と地域へ

の貢献について討議

• 結論⇒開かれた大学を目指す

• 上記を目指す際の手段として、

OPenPortalSystemを提案


